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庭

鐘

と

異

類

婚

姻
譚

『繁
野
話

』
第
三
話
を
中
心

に

明
和
三
年

(
一
七
六
六
年
)
、
都
賀
庭
鐘
の
古
今
奇
談

シ
リ
ー
ズ

の
第
二
作
、

『繁
野
話
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
第

一
作
の

『英
草
紙
』
か
ら
、
実

に
十
七
年
間

の
隔
た
り
が
あ

っ
た
。
内
容
的

に
も
、
主
と
し
て
白
話
小
説
を
翻
案
し
た

『英

草
紙
』
と
違

っ
て
、
『繁
野
話
』
の
原
話

に
は
、
唐
代

の
伝
奇
小
説
も
採
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

本
稿

で
は
、
『繁
野
話
』
巻
二
に
収

め
ら
れ

て
い
る

「紀

の
関
守
が
霊
弓

「

旦
白
鳥

に
化
す
る
話
」
(以
下

「紀

の
関
守
」
と
略
す
)
を
取
り
上
げ

て
、
そ

の
原
話
、
唐
代

の
伝
奇
小
説

「
任
氏
伝
」
と
の
比
較
を
通
し
て
、
『繁

野
話
』

に
お
け
る
庭
鐘

の
翻
案
思
想
と
方
法

を
探

っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず

「紀

の
関
守
」
の
梗
概
と
原
話

「任
氏
伝
」
を
比
較
対
照
し
て
み
ょ
う
。

任

氏

伝

1

唐
の
時
代
、
都

の
長
安
。
重

釜

(貴
族
)
の
所

に
親
戚

の
鄭

六

(貧
士
)
夫
婦
が
寄
食
し
て

い
る
。

2

鄭

は
町

で
出
会

っ
た
美
女

(狐
)
で
あ
る
任
氏
を
妾

に
す

る
。

紀

の

関

守

い
つ
の
時
代
か
、
紀
泉

の
境
。
山

口
庄
司
次
郎
有
友

(貴
族
)
の
所
に

同
族

の
雪
名
夫
婦
が
寄
食
し
て
い
る
。

雪
名

の
妻
、
小
蝶

(狐
)
は
、
雪

名

の
父
が
買

っ
て
ぎ
た
脾

で
あ

っ
た
。

3

章
は
任
氏
の
美
貌

に
ほ
れ
て
、

手

こ

め

に

し

よ

う

と

し

た

が

、

拒

否

さ

れ

る
。

4

毒

は
任
氏

の
し
た
た
か
さ
に

感
心
し
て
、
以
後
鄭
と
任
の
衣

食
を
す
べ
て
提
供
す
る
。

5

任
氏
は
超
能
力
を
用

い
章

の

た
め
に
美
女
を
斡
旋
し
、
鄭

に

金
儲
け
を
さ
せ
る
。

67

鄭
の
赴
任

に
同
行
す
る
任
氏

は
、
猟
犬

に
正
体
を
見
破
ら
れ

て
、
喰

い
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

8

鄭
は
任
氏

の
正
体
を
童
に
告

白
す
る
。

閻

小

妹

庄
司
次
郎
は
小
蝶

の
上
品
な
ふ
る

ま
い
な
ど
に
心
を
引

か
れ
て
、
手
こ

め
に
し
よ
う
と
し
た
が
拒
否
さ
れ
る
。

庄
司
次
郎
は
小
蝶

の
し
た
た
か
さ

に
感
心
し
て
、
好
き
な
狩
猟
を
自
粛

し
、
風
流
な
道

に
心
を
注
ぐ
。

小
蝶

は
、
庄
司
次
郎

の
縁
談
を
持

ち
だ
し
て
、
う
ま
く
ま
と
め
る
。

和
泉
国
の
旧
族
、
夏
人
が
妻

の
紀

念
、
弓
を
捜
し
て
、
紀
泉
の
境

に
や

っ
て
く
る
。

庄
司
次
郎
の
招
待

に
出
席
す
る
小

蝶
は
、
席
上
に
掛
か
れ
て
い
る
虎

の

絵

に
正
体
を
見
破
ら
れ
、
ど

こ
か

へ

逃
げ

て
し
ま
う
。

庄
司
次
郎
、
雪
名
、
夏
人
三
人
と

も

に
同
じ
夢
を
見
る
。
夢
で
は
、
小

蝶
は
庄
司
次
郎

の
狩
猟
好
き
を
止

め



（18）

9
　
作
者
は
任
氏
の
貞
操
と
献
身

　
的
精
神
を
讃
え
る
。

る
た
め
に
女
に
変
身
し
た
こ
と
を
告

白
す
る
。

　
男
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
作
り
、

小
蝶
を
慕
う
。

　
以
上
の
比
較
を
見
る
に
、
構
成
上
「
紀
の
関
守
」
の
ほ
う
は
「
任
階
下
」
を

負
う
こ
と
が
大
き
い
も
の
の
、
夢
物
語
に
再
構
成
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
っ

た
。
ま
た
「
紀
の
関
守
」
の
項
目
六
番
に
あ
た
る
内
容
は
『
今
昔
物
語
』
巻
三

十
「
人
の
妻
、
化
し
て
弓
と
成
り
、
後
に
鳥
と
成
り
て
飛
び
失
す
る
話
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

に
見
ら
れ
る
手
束
弓
の
故
事
に
よ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
「
紀
の
関
守
」
は
、

中
国
大
陸
の
女
狐
の
吉
謂
と
、
日
本
の
人
妻
が
弓
と
成
り
白
鳥
と
な
っ
て
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

た
古
課
と
を
、
と
り
あ
わ
せ
て
、
新
し
く
構
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
英
草
紙
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
異
類
婚
姻
謹
が
、
『
繁
野

話
』
で
は
、
「
紀
の
関
守
」
以
外
に
、
「
白
菊
の
方
猿
掛
の
岸
に
魚
骨
を
射
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

話
」
（
巻
石
の
上
、
下
）
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
そ
の
原
話
「
白
猿
伝
」
が
、

や
は
り
唐
代
の
伝
奇
小
説
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
任
氏
伝
」
と
「
白
猿
伝
」
こ
の
二
つ
の
異
類

婚
姻
讃
が
、
ま
た
同
時
に
『
虞
初
志
』
の
二
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
「
当
時
最
新
流
行
の
舶
来
文
学
、
明
代
白
話
小
説
を
多
く
粉
本
し
た
庭
鐘
が
、

今
さ
ら
目
あ
た
ら
し
く
も
な
い
唐
代
文
言
小
説
を
粉
本
し
た
の
は
」
、
「
任
氏
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

の
趣
向
の
ユ
ニ
ー
ク
に
由
来
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
む
し
ろ
、

『
虞
初
志
』
の
日
本
渡
来
の
時
期
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
う
。

　
『
虞
初
志
』
と
い
う
の
は
、
明
の
嘉
靖
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
、
い
わ
ぽ
一
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

の
短
篇
小
説
集
（
文
言
小
説
）
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
、
唐
代
の
伝
奇
小
説
で
、

ほ
か
に
梁
の
志
怪
小
説
も
十
数
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
虞
初
志
』
の
日
本

渡
来
は
、
西
岡
晴
彦
氏
の
「
江
戸
時
代
渡
来
漢
籍
に
つ
い
て
　
　
（
小
説
・
戯

曲
　
　
」
に
よ
る
と
、
江
戸
初
期
の
明
暦
三
年
（
＝
ハ
五
七
年
）
の
こ
と
で
あ

（
注
7
）

つ
た
。
こ
れ
は
、
白
話
小
説
『
三
世
一
言
』
（
承
応
二
年
、
一
六
五
三
年
）
、

『
喩
世
明
言
』
（
寛
文
八
年
、
｝
六
六
八
年
）
の
日
本
渡
来
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
な
っ
て
い
る
。

　
庭
鐘
が
『
虞
初
志
』
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
彼
の
漢
籍
読
書
ノ
ー
ト
『
過

（
注
8
）

目
抄
』
か
ら
窺
わ
れ
る
。

　
『
過
目
抄
』
第
七
冊
に
は
、
嚢
棟
著
『
耳
隠
叢
説
』
巻
三
「
虞
初
志
」
の
條

全
文
が
抄
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
虞
初
志
倶
唐
人
小
説
大
抵
率
寓
言
呼
野
翠
蔓
有
望
語
感
慨
笹
野
長
夏

　
　
涼
窓
披
読
之
覚
両
腋
生
風
但
可
爲
捉
塵
之
間
諦
不
可
三
郎
襟
之
危
論
。
」

　
　
（
傍
点
は
『
過
目
抄
』
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

　
　
（
虞
初
志
は
み
な
唐
人
小
説
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
寓
言
と
も
い
え

　
　
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
中
に
驚
く
べ
き
、
感
心
す
べ
き
も
の
ば
か
り
、
長

　
　
い
夏
に
涼
し
い
窓
際
に
依
り
、
此
を
読
む
と
、
両
腋
か
ら
風
が
生
じ
て
く

　
　
る
と
覚
え
る
。
但
し
、
此
は
塵
を
握
る
よ
う
な
閑
談
に
す
べ
き
が
、
襟
を

　
　
整
る
正
論
に
す
べ
か
ら
ず
。
）

　
さ
ら
に
、
『
鳥
目
抄
』
第
十
二
冊
に
は
、
『
虞
初
志
』
に
つ
い
て
の
抄
記
が
見

ら
れ
る
。

　
　
　
「
湯
臨
川
虞
初
志
原
本
未
開
作
者
氏
號
載
考
委
宛
墨
書
虞
初
爲
漢
武
帝

　
　
時
小
吏
衣
黄
平
輻
夢
野
天
下
異
聞
蓋
以
是
名
書
　
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

右
の
抄
記
は
『
虞
初
桜
志
』
の
単
管
照
降
の
第
二
則
の
一
部
で
あ
る
が
、

戦
犯
の
原
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第



『繁野：話」第三話を中心に庭鐘と異類婚姻謳（19）

　
　
　
「
虞
初
志
原
本
不
載
選
者
姓
名
湯
臨
州
下
編
未
傳
作
者
氏
號
倶
爲
憾
事

　
　
或
属
雄
文
載
考
委
宛
鯨
編
回
漕
怪
漢
武
帝
時
小
吏
衣
黄
昏
輻
采
訪
天
下
異

　
　
聞
以
是
名
書
亦
猛
志
怪
子
心
即
斉
譜
以
菊
名
集
異
事
書
本
夷
堅
而
著
號
。
」

　
　
　
（
『
虞
初
志
』
の
原
本
に
は
編
集
者
の
名
前
は
載
せ
て
い
な
い
。
湯
顕

　
　
祖
の
続
編
に
も
作
者
の
氏
号
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
と
も
に
残
念
な
こ
と

　
　
で
あ
る
。
或
い
は
脱
文
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
詳
細
に
鯨
篇
を
罪
す
る

　
　
に
、
尊
志
が
漢
の
武
帝
の
小
役
人
で
あ
り
、
彼
は
、
若
い
服
を
着
、
輻
に

　
　
乗
っ
て
、
天
下
の
異
聞
を
採
訪
し
、
是
を
以
っ
て
書
名
に
し
た
の
で
あ
ろ

　
　
う
。
亦
、
志
怪
の
秩
は
『
曲
譜
』
で
有
名
で
あ
る
が
、
集
異
の
書
は
、

　
　
『
夷
堅
志
』
が
著
名
な
は
ず
で
あ
る
。
）

　
と
こ
ろ
が
、
庭
鐘
に
と
っ
て
、
『
虞
初
志
』
の
序
文
に
見
ら
れ
る
新
し
い
小

説
の
創
作
方
法
そ
の
も
の
が
最
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
「
詳
言
夫
刑
詩
、
並
存
桑
撲
、
丘
明
立
傳
、
兼
営
怪
迂
、
筍
小
道
之
足

　
　
観
、
斯
叢
叢
之
不
棄
者
也
。
劉
堤
尺
玉
、
誰
五
言
蒙
荘
、
俵
倖
滑
稽
、
恢

　
　
諸
於
司
馬
良
有
故
哉
。
従
是
以
降
、
諸
家
鼓
吹
、
百
氏
乱
筆
、
鑑
奇
聞
以

資
話
柄
、
則
野
老
畢
其
長
、
希
怪
見
以
茂
談
叢
、
則
筆
下
窮
其
巧
、

小
説
伝
導
、
莫
可
琿
紀
。
支
言
環
語
、
鰹
鋳
之
暴
落
鐘
、

委
巷
深
閨
、

：
・
：
L

　
を
並
べ
、

’於

滲是

過
之
如
雷
鼓
、
蓋
亦
黒
戸
之
剰
枝
、
而
文
苑
細
編
蕗
也
。

　
（
孔
子
が
『
詩
経
』
を
青
る
と
き
、
桑
撲
（
淫
ら
な
事
）
　
　
　
　
左

豊
明
が
『
春
秋
』
を
書
く
時
、
奇
怪
を
も
入
れ
た
。
か
り
に
学
問
で
は
な

く
て
も
、
十
分
読
む
に
価
値
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
大
学
者
に
も
採

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
思
い
き
っ
て
ひ
ょ
う
き
ん
な
こ
と
を
書
い
た
の
は

荘
子
で
あ
る
が
、
虚
妄
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
世
界
を
作
っ
た
の
は
司

馬
相
論
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
百
家
に
鼓
吹
さ
れ
、
百
氏
に
歌
わ
れ
る
。

奇
聞
を
求
め
、
話
の
種
に
し
て
、
野
老
た
ち
が
そ
の
す
ぐ
れ
た
部
分
を
補

充
し
て
完
全
に
す
る
。
怪
見
を
求
め
話
の
内
容
を
豊
富
に
し
て
、
稗
官
た

ち
が
そ
れ
を
美
し
い
文
章
に
こ
だ
わ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
説
が
盛
ん

に
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
…
…
こ
れ
は
文
学
と
い
う
樹
木
の
枝
で

　
　
あ
り
、
文
学
と
い
う
花
園
の
中
の
一
束
の
花
で
も
あ
る
。
…
…
）

　
文
人
の
間
で
は
、
奇
聞
や
華
車
な
ど
を
好
ん
で
話
の
興
に
備
え
、
そ
し
て
、

こ
う
い
う
奇
聞
な
ど
を
美
し
い
文
章
で
表
現
し
、
演
義
し
ょ
う
と
す
る
姿
勢
が

中
国
の
儒
学
者
に
は
あ
っ
た
。
小
説
と
い
う
も
の
は
文
人
の
手
に
よ
っ
て
ま
す

ま
す
繁
ん
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
小
説
は
文
学
と
い
う
巨
大
な
樹
木
の
枝
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
興
味
本
意
な
も
の
で
、
閑
談
に
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
『
虞
初
志
』
の
序
文
に
見
ら
れ
る
小
説
論
と
そ
の
創
作
方
法
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
十
八
世
紀
の
「
小
説
家
の
学
者
」
（
『
三
都
学
士
評
』
）
警
鐘
は
、
本
職
は

古
医
方
の
医
学
講
師
で
あ
っ
た
。
流
通
商
業
都
市
大
阪
で
人
と
成
り
、
生
き
た

人
で
あ
る
だ
け
に
、
文
化
の
開
明
性
を
信
奉
し
、
人
間
存
在
の
合
理
性
を
確
信

し
て
い
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
人
に
と
っ
て
、
異
類
婚
姻
謹
、
も
し
く
は

そ
の
ま
が
い
も
の
が
、
書
味
で
よ
こ
し
ま
で
論
評
で
、
い
か
が
お
し
き
に
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

る
妄
誕
で
し
が
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。
」

　
し
か
し
、
庭
鐘
は
、
『
繁
野
話
』
で
積
極
的
に
「
早
立
伝
」
や
「
白
猿
伝
」

の
よ
う
な
異
類
婚
姻
誕
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
は
『
繁
野
話
』
の
序
文
で

「
卑
説
憶
談
、
名
区
山
川
、
古
老
の
傳
聞
、
士
人
の
口
碑
、
此
に
述
べ
ず
ん
ぽ

世
に
聞
ゆ
ま
じ
き
」
も
の
を
す
べ
て
、
「
国
字
小
説
」
構
成
の
素
材
と
し
て
扱

お
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
近
路
行
者
三
十
年
前
、
國
字
小
説
数
十
種
を
戯
作
し
て
茶
話
に
代
ゆ
。

　
　
　
…
往
に
黒
黒
に
寄
せ
た
る
筐
の
中
よ
り
、
冊
子
を
と
り
墾
げ
、
紙
魚
を

　
　
彿
ひ
、
興
へ
ん
と
し
て
、
其
手
蕪
を
恐
れ
、
閑
談
を
恥
ぢ
て
沈
思
す
る
所

　
　
あ
り
。
…
…
彼
是
九
種
、
並
に
長
談
な
り
と
い
へ
ど
も
、
卑
説
憶
談
、
名

　
　
区
山
川
、
古
老
の
傳
聞
、
士
人
の
口
碑
、
此
に
述
べ
ず
ん
ば
世
に
聞
ゆ
ま
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じ
き
を
、
是
が
演
義
し
て
長
き
日
の
興
に
も
備
ふ
べ
し
。
実
に
や
鶯
の
谷

　
　
よ
り
出
つ
る
聲
な
く
ぼ
と
此
草
紙
を
馨
れ
ど
、
彼
し
る
べ
な
き
暗
に
月
を

　
　
お
も
ふ
愚
の
心
も
て
、
華
房
の
枝
葉
し
げ
し
げ
な
る
野
景
な
れ
ぽ
と
て
、

　
　
作
者
の
自
厭
は
る
〉
も
、
大
方
の
誹
に
先
だ
つ
自
明
な
ら
ん
か
し
。

　
　
…
：
」

　
早
鐘
が
、
こ
の
序
文
で
言
っ
て
い
る
「
士
人
の
口
碑
」
は
、
「
任
氏
伝
」
や

「
白
猿
伝
」
の
よ
う
な
唐
代
の
伝
奇
小
説
を
指
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
唐
代
の
伝
奇
小
説
は
、
最
初
は
、
文
人
の
間
に
口
で
伝
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）

る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
「
任
氏
伝
」
や
「
白
猿
伝
」
の
結
尾
に
は
特
に
こ
う

い
う
特
徴
が
は
っ
き
り
と
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
建
中
二
年
、
既
済
自
左
拾
遺
、
於
金
吾
将
軍
耳
翼
、
京
兆
少
サ
孫
成
、

　
　
戸
部
南
中
崔
需
、
右
拾
遺
陸
淳
、
皆
諦
官
東
南
。
自
秦
但
呉
、
水
陸
同
道
、

　
　
時
則
遺
拾
朱
放
、
因
旅
遊
而
随
焉
。
浮
穎
渉
潅
、
方
舟
沿
流
、
曲
屋
夜
話
、

　
　
各
各
其
異
説
。
衆
君
子
十
二
氏
之
事
、
共
深
歎
骸
、
因
請
既
済
傳
之
以
志

　
　
異
云
。
」

　
　
　
（
最
中
二
年
、
既
済
が
左
拾
遺
の
職
か
ら
、
金
吾
将
軍
の
斐
翼
、
京
兆

　
　
少
弄
の
二
成
、
戸
部
豊
中
の
崔
需
、
右
拾
遺
の
馬
射
と
と
も
に
、
皆
東
南

　
　
の
地
へ
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
秦
か
ら
呉
に
行
く
途
中
、
水
路
も
陸

　
　
路
も
｝
緒
だ
っ
た
。
時
お
り
拾
遺
の
朱
放
も
旅
を
し
て
い
る
の
で
、
一
緒

　
　
に
随
い
て
き
た
。
穎
と
い
う
川
を
浮
べ
、
准
河
を
渡
っ
た
。
舟
を
並
べ
て

　
　
川
に
沿
っ
て
い
た
。
昼
は
宴
会
、
夜
は
話
し
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
め
ず
ら
し

　
　
い
話
を
披
露
し
た
。
み
ん
な
任
氏
の
事
を
聞
い
た
ら
、
深
く
感
嘆
し
た
。

　
　
そ
れ
で
既
済
に
頼
ん
で
書
き
残
し
て
も
ら
っ
た
。
）

　
つ
ま
り
、
「
任
氏
伝
」
の
話
は
最
初
に
流
さ
れ
た
役
人
（
文
人
）
に
語
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
唐
欧
陽
率
更
貌
寝
、
長
孫
太
熱
冷
之
、
有
戸
言
麟
閣
之
書
算
一
禰
猴

　
　
之
語
、
後
人
縁
此
遂
托
江
捻
撰
傳
以
謳
之
。
蓋
藝
家
游
戯
三
味
。
如
毛
穎

　
　
華
革
之
流
爾
、
吾
党
紅
藻
其
資
談
、
黒
桟
講
嘘
、
安
問
其
事
之
有
無
P
」

　
　
　
（
唐
の
欧
陽
率
更
が
寝
る
時
、
太
尉
の
長
孫
に
嘲
わ
れ
た
。
誰
か
が
、

　
　
麟
閣
に
こ
の
翌
翌
の
こ
と
を
書
い
て
あ
る
と
言
っ
た
。
後
の
入
は
こ
れ
を

　
　
以
て
江
捻
に
依
頼
し
て
物
語
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
文
人
の
游
戯

　
　
三
味
な
も
の
で
、
筆
を
使
う
人
た
ち
の
遊
び
で
あ
る
。
お
れ
わ
れ
は
、
た

　
　
だ
そ
の
話
の
め
ず
ら
し
さ
に
興
味
を
持
ち
、
み
ん
な
に
笑
う
材
料
を
提
供

　
　
す
る
の
で
あ
っ
て
、
内
容
の
信
懸
性
に
つ
い
て
、
全
く
関
心
を
持
た
な
い

　
　
の
で
あ
る
。
）

　
「
唐
代
の
士
人
た
ち
は
、
珍
し
い
話
を
聞
き
た
が
り
、
そ
れ
を
聞
け
ば
、
す

な
お
に
感
嘆
し
た
。
感
嘆
す
れ
ぽ
、
そ
の
場
限
り
で
は
惜
し
い
か
ら
書
い
て
お

　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
こ
の
よ
う
に
、
唐
代
の
伝
奇
小
説
は
、
「
士
人
の

口
碑
」
で
も
あ
っ
た
。

　
「
任
堅
塁
」
や
「
白
猿
伝
」
な
ど
を
「
士
人
の
口
碑
」
と
言
う
な
ら
、
「
手

束
弓
の
故
事
」
は
、
ま
さ
に
「
古
老
の
傳
聞
」
で
あ
ろ
う
。

　
『
今
昔
』
の
「
手
束
弓
の
故
事
」
に
は
「
此
の
語
り
、
奥
恋
し
く
、
現
に
と

も
思
え
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
響
き
記
に
書
き
た
る
事
な
れ
ぽ
、
此
く
な
む
語
り
伝

へ
た
る
と
や
」
と
、
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
細
身
の
言
葉
で
い
う
な
ら
、

「
此
に
述
べ
ず
ん
ば
、
世
に
聞
ゆ
ま
じ
き
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
「
庭
鐘
は
口
碑
採
達
者
で
は
な
く
、
語
り
部
で
も
な
」
い
。
「
口
碑
、

伝
承
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
た
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
借
り
る
こ
と
で
、
奇
談
の

場
を
保
証
す
る
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
虚
構
の
場
を
確
保
し
て
ゆ
く
と
い
う
」
の

　
　
　
　
ね
　

で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
大
鐘
が
、
「
任
氏
伝
」
や
「
手
束
弓
の
故
事
」
の
よ
う
な
異
類
婚
姻

繹
を
「
演
義
」
し
て
、
「
国
字
小
説
」
に
創
作
す
る
に
際
し
て
、
新
し
く
取
得

　
　
　
　
（
注
1
5
）

し
た
「
鬼
神
論
」
、
「
歴
史
論
」
を
持
っ
て
、
基
本
姿
勢
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
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め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
　
「
又
古
の
怪
事
を
聞
て
、
今
見
ざ
る
を
以
て
疑
を
お
こ
す
も
あ
り
、
古

　
　
へ
に
有
し
を
以
て
今
も
あ
り
と
し
て
理
を
直
る
も
あ
り
。
櫓
門
あ
る
の
事

　
　
は
今
も
あ
り
。
今
な
き
の
事
は
古
へ
も
な
し
と
い
へ
る
は
、
時
変
を
し
ら

　
　
ざ
る
夏
虫
の
見
な
り
。
篇
（
「
白
菊
の
方
丁
掛
の
岸
に
怪
骨
を
射
る
話
」
）

　
「
現
在
を
絶
対
化
し
、
現
在
に
立
っ
て
過
去
を
見
よ
う
と
す
れ
ば
疑
い
を
起

こ
さ
ざ
る
を
え
ず
、
過
去
を
絶
対
化
し
、
過
去
に
立
っ
て
現
在
を
見
よ
う
と
す

れ
ぽ
理
を
謳
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
体
の
認
識
が
時
間
に
制
約
さ

れ
、
時
間
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
、
現
在
に
立
っ
て
現
在
を
見
る
よ
う

に
、
過
去
に
立
っ
て
過
去
を
見
る
作
業
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
事
物
の
変

化
を
認
識
し
な
け
れ
ぽ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
庭
鐘
の
「
時
変
」
が
意
味
す
る

認
識
論
で
あ
り
、
歴
史
論
で
も
あ
る
。
」
と
、
佐
藤
深
雪
氏
は
、
庭
鐘
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

論
を
「
自
然
科
学
的
な
認
識
論
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
鴬
遷
の
こ
の
よ
う
な
歴
史
論

に
大
き
く
影
響
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
『
虞
初
新
畑
』
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
『
福
野
新
書
』
と
い
う
の
は
、
清
の
張
潮
が
編
集
し
た
筆
記
小
説
集
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
1
7
）

日
本
渡
来
は
宝
暦
十
一
一
年
（
　
七
六
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
庭
鐘
は
『
過

繁
多
』
の
第
十
二
冊
に
『
虞
初
新
志
』
を
抄
記
し
て
い
る
。
そ
の
『
虞
初
新

志
』
の
序
文
に
は

　
　
　
「
古
今
小
説
家
言
、
指
不
勝
縷
、
大
都
饅
釘
人
物
、
補
綴
学
戚
、
累
綾

　
　
二
二
、
非
不
詳
謄
、
然
孟
雲
影
、
徒
得
手
似
、
而
未
傳
其
真
、
強
笑
不
煙
、

　
　
強
嬰
不
仁
、
鳶
足
令
耽
奇
士
異
之
士
、
心
開
神
繹
、
色
飛
眉
舞
哉
況
天
壌

　
　
間
瀬
氣
巻
野
、
鼓
塗
地
薄
、
攣
態
柵
状
。
一
切
荒
誕
奇
僻
、
可
喜
可
歌
可

泣
之
事
、
古
型
所
有
、
不
必
点
燈
所
無
、
古
之
所
無
、
乱
訴
今
之
所
有
、

固
不
僅
飛
仙
盗
侠
、
牛
鬼
蚊
神
、
如
下
直
鑑
異
所
載
者
首
書
　
、
虞
初
「

書
、
湯
臨
川
稻
爲
小
説
家
土
器
珠
船
、
鮎
校
之
以
傳
世
、
洵
竿
取
爾
也
、

濁
是
原
本
所
撰
述
、
壼
掠
唐
人
軟
事
、
唐
以
後
無
為
焉
、
臨
川
績
之
、
合

志
十
二
巻
、
其
間
調
笑
滑
稽
、
離
奇
誕
異
、
無
論
引
人
皇
勝
、
究
亦
簡
秩

無
骨
、
蒐
采
未
廣
、
予
輩
以
慨
然
有
釜
初
後
志
之
輯
、
需
之
歳
月
、
始
可

成
書
、
先
以
虞
初
新
志
授
梓
問
世
、
其
事
多
近
代
也
、
其
文
多
時
賢
也
、

事
奇
骨
藪
、
文
萬
而
工
、
寓
照
傳
神
、
彷
墓
歯
黒
、
誠
所
謂
古
有
而
今
不

必
無
、
古
津
而
今
織
必
不
有
、
且
有
理
甲
所
無
、
寛
爲
事
之
所
有
者
、
読

之
匠
人
無
気
而
喜
、
書
置
而
愕
、
無
畏
而
欲
歌
欲
泣
、
誠
得
其
真
、
而
非

職
得
其
似
也
、
夫
宣
強
笑
壷
惟
、
強
調
不
戚
、
錘
釘
補
綴
之
御
宮
小
説
、

可
同
日
語
哉
、
学
士
大
夫
酬
鷹
之
鯨
、
伊
吾
之
暇
、
取
是
篇
而
潤
覧
之
、

匪
可
読
煩
桧
倦
、
抑
且
縦
横
挽
仰
、
開
拓
心
胸
、
具
達
観
而
発
暖
懐
也

己
。
」

　
（
古
今
小
説
家
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
大
体
人
物

を
飾
っ
て
、
人
の
喜
び
や
悲
し
み
を
適
当
に
補
う
こ
と
だ
け
で
、
冗
長
で

煩
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
詳
細
で
分
量
も
あ
る
が
、
万
客
が
孫
叔
敷
の
こ

と
を
ま
ね
す
る
如
く
に
、
た
だ
似
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

も
の
を
読
む
と
、
強
い
て
笑
う
が
、
喜
ぶ
に
は
至
ら
ず
、
強
い
て
泣
く
が
、

悲
し
い
気
持
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
で
、
ど
う
し
て
奇
に
耽
み
、
異
を
捜
そ

う
と
す
る
人
の
心
を
開
か
せ
、
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま

し
て
、
宇
宙
に
は
大
気
が
動
き
、
撞
け
あ
っ
て
、
そ
の
変
化
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
妄
誕
、
奇
怪
、
喜
ぶ
べ
き
事
、
驚
く
べ
き
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
え

歌
う
べ
き
事
、
泣
く
べ
き
事
な
の
で
あ
る
。
古
に
有
っ
た
こ
と
が
、
今
は

必
ず
有
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
古
に
は
無
か
っ
た
こ
と
が
突
然
今
に
有

る
と
い
う
。
よ
っ
て
ハ
飛
仙
、
盗
侠
、
牛
の
妖
怪
と
蚊
の
ぼ
け
も
の
、
そ

れ
か
ら
『
夷
堅
志
』
『
艶
異
編
』
に
載
っ
て
い
る
も
の
は
、
み
な
奇
怪
だ

と
言
う
。
『
虞
初
志
』
と
い
う
書
は
湯
中
祖
に
言
お
れ
る
と
、
小
説
の
真

珠
の
船
な
の
で
あ
る
。
湯
翻
祖
に
よ
っ
て
校
正
さ
れ
、
世
に
伝
わ
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
が
、
ま
こ
と
に
よ
い
も
の
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
原
本
に

は
唐
人
の
逸
話
だ
け
選
ば
れ
、
唐
以
後
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
湯
顕
祖
が

原
本
に
ひ
き
つ
づ
き
十
二
巻
本
を
編
集
し
た
。
こ
れ
は
ま
だ
人
を
笑
わ
せ

る
も
の
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
も
の
、
奇
怪
な
こ
と
、
人
を
魅
力
す
る
も
の

ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
所
詮
、
短
か
く
て
、
内
容
も
そ
れ
ほ
ど
広

く
は
な
い
。
そ
こ
で
、
私
は
、
『
虞
初
志
』
の
続
編
を
輯
す
る
意
欲
が
涌

い
て
く
る
。
歳
月
を
か
け
て
、
本
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
取
り
あ
え
ず
、

『
虞
初
新
志
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
内
容
は
当
代
の
も
の
が
多
い

が
文
章
は
す
ぐ
れ
た
文
人
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
奇
怪
で
あ
る
が
、
詳

細
に
対
照
考
察
さ
れ
て
い
る
。
文
章
が
す
ば
ら
し
く
て
、
い
き
い
き
し
て

い
る
。
誠
に
、
古
に
有
っ
た
こ
と
は
、
今
も
有
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
古
に
無
か
っ
た
も
の
は
、
今
も
無
い
と
言
い
き
れ
な

　
　
い
。
理
屈
か
ら
見
れ
ば
、
有
る
は
ず
が
無
い
が
、
実
際
に
は
有
る
こ
と
も

　
　
あ
り
う
る
。
此
を
読
む
と
、
思
わ
ず
喜
ん
だ
り
、
驚
い
た
り
す
る
。
ま
た
、

　
　
歌
っ
た
り
、
泣
い
た
り
を
し
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
書
か
れ
た
も
の
は
、

　
　
本
物
の
よ
う
で
、
決
し
て
ま
ね
を
し
て
似
て
い
る
と
思
わ
な
い
。
ど
う
し

　
　
て
、
無
理
に
笑
っ
て
喜
ば
な
い
。
無
理
に
泣
い
て
悲
し
む
こ
と
に
な
ら
な

　
　
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
飾
っ
た
り
補
っ
た
り
す
る
稗
官
の
小
説

　
　
と
同
じ
よ
う
に
語
ら
れ
よ
う
。
学
者
、
士
大
夫
が
仕
事
の
合
間
に
勉
強
の

　
　
暇
に
、
是
を
読
む
と
、
煩
わ
し
い
こ
と
を
除
か
れ
、
倦
み
を
払
わ
れ
る
だ

　
　
け
で
な
く
、
大
い
に
傭
仰
し
、
胸
を
開
か
れ
、
達
観
す
る
心
境
に
な
る
は

　
　
ず
で
あ
ろ
う
。
）

　
引
用
が
冗
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
『
虞
初
新
訂
』
の
序
文
に
は
、
小
説

の
素
材
に
つ
い
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
説
の
素
材
は
奇

怪
で
、
め
ず
ら
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
く
ら
不
思
議

　
　
　
　
　
　
ま
ご
と

な
こ
と
で
も
、
真
事
の
よ
う
に
描
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
序
文
で

は
く
り
か
え
し
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、
事
物
の
「
有
」
と
「
無
」
の
問
題
で
あ

っ
た
。
す
な
お
ち
、
事
物
の
変
化
を
ど
う
認
識
す
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。
過

去
に
有
っ
た
こ
と
が
、
現
在
も
有
る
と
は
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
過
去
に
無
か
っ
た

こ
と
が
、
現
在
に
は
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
現
在
の
理
屈
、
認
識
か

ら
す
べ
て
の
事
を
理
解
す
る
に
は
、
無
理
が
生
じ
て
、
そ
の
限
界
を
知
る
べ
き

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
庭
鐘
の
「
自
然
科
学
的
な
認
識
論
」
は
、
直
接
に
『
虞
初
新

志
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
庭
回
は
、
こ
の
認
識
論
、
歴

史
論
に
立
っ
て
、
妄
誕
し
か
見
え
な
い
、
異
類
婚
姻
諜
の
よ
う
な
「
士
人
の
口

碑
、
古
老
の
伝
聞
、
此
に
述
べ
ず
ん
ぽ
、
世
に
聞
ゆ
ま
じ
き
」
も
の
を
「
国
字

小
説
」
の
素
材
と
し
て
採
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
『
虞
初
新
志
』
の
日
本
渡
来
は
、
宝
暦
十
二
年

（一

ｵ
六
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
繁
野
話
』
の
刊
行
（
一
七
六
六
年
）

か
ら
、
わ
ず
か
四
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
『
二
目
抄
』
第
十
二
冊
の

抄
記
は
、
お
そ
く
て
も
、
｝
七
六
六
年
前
に
な
る
と
推
測
で
き
る
。

　
一
方
、
『
虞
初
新
訂
』
の
和
刻
本
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
前
に
や
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

刊
行
さ
れ
、
そ
の
頃
か
ら
日
本
の
読
書
界
に
流
行
し
だ
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
庭
鐘
は
、
そ
の
半
世
紀
も
前
に
、
す
で
に
『
虞
初
新
志
』
を
注
目
し
、
積

極
的
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
実
績
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
以
下
、
旦
ハ
体
的
に
、

比
較
を
し
て
み
よ
う
。

「
紀
の
関
守
」
と
「
任
氏
伝
」
の
主
人
公
に
つ
い
て
の

口
　
庄
司
次
郎
と
童
釜

　
こ
こ
で
ま
ず
主
人
公
、

み
よ
う
。

山
口
庄
司
次
郎
有
毒
の
人
物
設
定
に
つ
い
て
考
え
て
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「
往
古
い
つ
れ
の
世
に
や
。
紀
泉
の
さ
か
ひ
、
雄
の
山
の
関
を
、
山
口

　
　
庄
司
次
郎
有
友
と
い
ふ
も
の
、
家
に
つ
た
へ
て
是
を
守
る
。
多
く
の
家
僕

　
　
日
次
を
挨
め
て
関
を
つ
と
む
。
…
…
」

　
庄
司
次
郎
の
先
祖
は
豊
明
の
境
に
あ
る
雄
の
山
の
関
守
を
勤
め
て
か
ら
「
幾

世
幾
年
を
し
ら
ず
」
と
い
う
大
昔
の
事
で
あ
っ
た
。
庄
司
次
郎
が
「
生
得
心
武

く
、
平
日
猟
を
好
み
て
、
外
の
楽
し
み
を
要
め
ず
」
ほ
ど
の
狩
猟
好
き
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
狩
猟
好
き
と
い
う
性
向
は
、
ど
う
や
ら
、
彼
の
先
祖
と
関

係
が
あ
る
。
家
に
は
先
祖
代
々
か
ら
伝
え
ら
れ
た
一
張
の
宝
弓
が
あ
り
、
そ
の

宝
弓
で
「
鹿
鳥
の
類
」
、
「
近
村
四
野
の
禽
獣
」
な
ど
を
数
し
れ
な
い
ほ
ど
殺
し

て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
庭
鐘
が
使
っ
た
原
拠
資
料
の
確
定
に
至
ら
な
い
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

東
京
大
学
の
本
居
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
山
口
至
上
』
の
写
本
が
庄
司
次

郎
の
家
柄
の
歴
史
的
、
社
会
的
な
位
相
を
見
る
に
重
要
な
手
掛
り
を
与
え
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
、
そ
の
資
料
の
一
部
を
紹
介
し
て

お
く
。ま

ず
表
紙
の
裏
に
回
圏
章
草
郡
と
書
か
れ
、
次
は
村
ご
と
に
項
目
を
立

て
ら
れ
て
い
る
。

　
藤
田
村
、
西
村
、
黒
谷
村
、
谷
村
、
里
村
、
平
岡
村
、
中
筋
村
枝
郷
日
延
村
、

湯
屋
谷
村
、
瀧
畑
村
。
さ
ら
に
、
西
村
の
項
に
○
蔵
王
権
現
祠
○
辮
財
天
祠
○

西
方
寺
○
覚
善
寺
○
淡
輪
戸
○
坂
上
○
古
身
坂
上
姓
の
よ
う
な
條
が
あ
る
。

　
古
聖
、
坂
上
姓
の
條
は
、
次
の
如
く
書
い
て
あ
る
。

　
　
　
「
○
古
士
　
坂
上
姓

　
　
家
傳
に
云
、
坂
上
田
村
麿
六
代
の
孫
、
加
賀
守
坂
上
望
城
五
男
、
坂
上
五

　
　
郎
の
末
葉
な
り
。
田
村
麿
、
紀
伊
国
逆
徒
士
蜘
蛛
退
治
の
時
、
父
荊
田
麿

　
　
唐
土
よ
り
傳
来
の
薬
師
如
来
と
戦
場
に
料
り
し
。
此
霊
顕
に
て
、
ち
蛛
退

　
　
治
の
徳
に
名
草
郡
山
口
振
に
一
書
を
建
て
安
置
し
保
養
寺
と
号
く
。
後
世
、

祇
園
寺
と
改
め
た
り
。
延
長
年
中
、
坂
上
五
郎
先
祖
の
氏
佛
よ
り
依
願
、

別
空
誉
を
蒙
り
、
紀
関
守
を
兼
帯
し
て
山
口
荘
那
賀
郡
山
崎
荘
三
ケ
山
村

そ
の
処
々
を
領
す
。
山
口
荘
谷
村
に
居
住
せ
し
が
、
坂
上
新
左
衛
門
明
綱
、

元
弘
の
頃
、
同
庄
内
村
に
移
住
し
て
、
田
村
麿
の
廟
は
那
賀
郡
山
村
に
祭

り
て
将
軍
塚
と
い
ふ
、
と
い
へ
り
。
士
姓
旧
事
紀
に
、
元
祖
坂
上
五
郎
の

　
　
子
孫
山
口
荘
に
住
す
、
依
て
山
口
新
左
衛
門
と
い
ふ
…
…
」
（
五
丁
）
（
傍

　
　
線
は
筆
者
）

　
以
上
の
記
述
か
ら
は
、
山
口
新
左
衛
門
の
先
祖
、
坂
上
五
郎
は
、
元
弘
の
頃

山
口
荘
に
移
住
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
紀
の
関
守
を
兼
帯
す
る
の
が
、
早
く

も
延
長
年
中
に
さ
か
の
ぼ
る
。
庭
鐘
の
言
う
「
幾
世
幾
年
を
し
ら
ず
砿
と
は
、

延
長
年
間
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
庄
司
次
郎
の
モ
デ
ル
は
、

山
口
荘
に
移
住
し
た
坂
上
の
子
孫
、
山
口
新
左
衛
で
あ
る
と
、
推
測
で
き
る
。

な
お
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
も
山
口
宿
禰
は
坂
上
大
宿
禰
と
同
檀
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
料
の
最
後
に
○
雄
山
関
一
云
白
鳥
関
の
條
が
あ
る
。
雄
の
山
関
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
○
雄
山
関
＝
五
白
鳥
関

　
　
古
書
に
見
え
た
れ
と
も
、
今
何
れ
の
地
か
そ
の
跡
な
ら
む
、
さ
だ
め
が
た

　
　
し
、
此
雄
山
の
う
ら
に
て
は
あ
ら
じ
と
見
え
た
り
、
袖
信
管
五
の
巻
た
つ

か
弓
の
條
に
、
顕
土
日
、
た
つ
か
弓
と
は
考
紀
伊
國
風
土
記
云
弓
の
と
っ

か
を
大
き
に
す
る
な
り
。
そ
れ
は
紀
伊
國
の
雄
山
の
関
守
が
も
つ
弓
な
り

と
そ
い
へ
る
云
云
。
万
葉
九
木
國
之
昔
弓
雄
之
二
士
用
云
云
こ
の
歌
と
互

濁
す
る
に
。
此
関
守
強
弓
の
名
あ
り
し
な
る
べ
し
。
宇
津
保
物
語
吹
上
の

巻
に
も
所
々
に
関
の
事
み
え
た
れ
ど
、
作
り
物
語
な
れ
ぽ
製
し
が
た
き
上

に
、
そ
の
黙
過
に
よ
れ
ば
吹
上
は
ほ
ど
近
き
所
の
如
く
に
み
ゆ
れ
ぽ
、
雄

山
に
て
は
合
が
た
し
。
孝
徳
天
皇
紀
に
大
化
三
年
正
月
、
里
帰
、
初
修
京
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師
置
畿
内
國
司
郡
司
関
塞
斥
候
防
人
駅
馬
傳
馬
及
造
鈴
葦
牙
山
川
と
あ
る

時
な
ど
に
射
た
る
に
や
昔
廃
置
詳
な
ら
ず
。
も
し
く
は
猛
獣
な
ど
あ
り
て

村
民
に
害
を
な
し
け
む
ま
ま
に
、
関
を
す
へ
て
其
所
の
勇
士
を
し
て
守
ら

し
め
た
る
な
ど
を
関
守
と
い
へ
る
か
。
万
葉
の
鹿
取
靡
な
ど
あ
る
語
勢
も

思
ひ
合
す
べ
し
。
坂
上
家
の
言
傳
へ
日
延
の
蔵
王
権
現
の
皇
紀
な
ど
に
田

村
丸
の
ち
蛛
を
退
治
の
事
な
ど
を
い
へ
る
も
か
か
る
様
の
事
を
誰
傳
せ
し

な
ら
む
か
。
今
西
村
の
小
嶋
某
の
家
は
、
坂
上
姓
に
て
先
祖
坂
上
五
郎
は

　
　
雄
山
の
関
守
の
末
孫
な
り
、
な
ど
言
傳
へ
た
り
。
猶
西
村
坂
上
の
條
に
も

　
　
い
へ
る
こ
と
を
通
考
す
べ
し
…
…
（
三
十
七
丁
）

　
以
上
の
記
述
で
は
、
雄
山
の
関
守
が
強
弓
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
調
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
山
口
新
左
衛
門
の
先
祖
が
、
村
の
勇
士
で
、
猛
獣
か
ら
村

民
の
安
全
を
守
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
庭
鐘
は
、
「
紀
の
関
守
」
で
庄
司
次
郎
に
そ
の
よ
う
な
勇
士
像
を

与
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
庄
司
次
郎
の
狩
猟
を
、
村
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う

よ
う
に
設
定
し
な
か
っ
た
。
庄
司
次
郎
が
「
朝
暮
塗
り
く
ら
し
て
楽
と
」
し
、

「
無
益
の
殺
生
に
猟
り
く
ら
す
徒
者
」
で
あ
っ
た
。

　
古
代
で
は
人
間
が
生
き
る
た
め
に
猛
獣
と
の
戦
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
勇
士
た

ち
は
人
々
に
尊
敬
さ
れ
、
歌
わ
れ
た
が
、
近
世
に
な
っ
て
、
人
間
と
動
物
と
の

力
関
係
が
逆
転
さ
れ
た
。
無
益
の
殺
生
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
紀
の
関
守
」
で
は
、
庄
司
次
郎
の
家
柄
を
重
ん
じ
る
が
、
庄
司
次
郎
の
狩

猟
を
不
満
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
縁
談
を
一
旦
断
っ
た
錦
部
の
高
島
大
夫
で
あ

っ
た
。
「
山
口
は
古
家
な
り
。
我
懇
望
す
る
所
な
れ
ど
も
、
今
の
庄
司
は
無
益

の
殺
生
に
猟
り
く
ら
す
徒
者
の
や
う
に
辛
い
へ
ぼ
、
我
心
に
欲
せ
ず
」

　
一
方
、
庄
司
次
郎
の
狩
猟
好
き
と
い
う
性
向
は
、
女
に
興
味
を
示
さ
な
い
こ

と
と
同
時
に
、
風
流
な
心
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
た
と
え

ぽ

　
　
「
生
得
黒
斑
く
、
平
日
猟
を
好
み
て
外
の
楽
し
み
を
要
め
ず
。
」
「
君
は

　
此
所
の
勢
家
と
し
て
、
わ
れ
に
勝
加
島
妄
多
く
あ
れ
ど
、
眼
中
に
あ
ら
で
、

朝
暮
量
り
く
ら
し
て
楽
と
す
。
」
「
我
年
来
射
猟
を
好
み
、
日
々
奔
走
し
て
、

　
い
ま
た
婚
を
議
す
る
の
念
な
し
。
」

と
あ
る
よ
う
に
。

　
そ
れ
で
は
、
視
点
を
変
え
て
、
原
話
「
任
氏
伝
」

た
る
人
物
）
の
人
物
設
定
を
み
て
み
よ
う
。

の
童
峯
（
庄
司
次
郎
に
あ

　
　
　
「
有
章
舟
君
者
、
名
書
、
第
九
、
信
安
王
樟
之
外
孫
。
少
干
拓
、
好
飲

　
　
酒
。
」

　
　
　
（
重
と
い
う
長
官
が
い
て
、
名
は
豊
で
あ
る
。
兄
弟
の
九
番
目
で
、

　
　
信
安
の
王
緯
と
い
う
人
の
孫
で
あ
る
。
年
若
く
て
、
お
お
ら
か
な
性
格
で
、

　
　
酒
が
好
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
）

　
　
　
「
釜
姻
族
廣
茂
、
且
夙
従
逸
遊
、
多
識
美
麗
。
」

　
　
　
（
釜
の
親
戚
一
族
は
と
て
も
多
い
。
彼
は
若
い
と
き
か
ら
遊
び
が
好
ぎ

　
　
で
、
美
女
と
の
交
際
も
は
で
な
も
の
で
あ
る
。
）

　
「
任
岨
伝
」
で
、
貴
族
の
出
身
の
役
人
で
あ
る
章
釜
は
、
人
物
設
定
に
お
い

て
、
女
遊
び
が
好
き
な
男
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

女
遊
び
の
好
き
な
章
釜
と
、
美
女
任
氏
と
の
間
に
必
然
的
に
関
係
が
生
じ
る
。

茎
立
が
任
氏
の
美
貌
に
ほ
れ
、
凌
辱
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
質
疑
の
女
遊
び
の

好
き
な
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
合
理
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
庭
鐘
は
、
女
好
き
と
い
う
章
心
像
を
正
反
対
に
女
に
無
関
心
で
狩

猟
好
き
な
庄
司
次
郎
像
に
作
り
換
え
た
。
主
人
公
庄
司
次
郎
の
人
物
設
定
の
改

変
に
よ
っ
て
、
相
手
（
小
早
）
と
の
関
係
も
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
庄
司
次
郎
と
小
蝶
と
の
間
に
あ
る
の
は
、
男
と
女
と
の
関
係
で
は
な
く
、
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無
益
な
殺
生
に
耽
け
る
人
間
と
、
人
間
に
殺
害
さ
れ
て
き
た
狐
一
族
と
の
対
立

関
係
で
あ
っ
た
。

　
庄
司
次
郎
を
狐
一
族
の
加
害
者
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
が
、
「
紀
の
関
守
」

に
お
い
て
、
ど
ん
な
意
味
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
女
主
人
公
小

振
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

国
　
小
引
と
団
団

　
「
任
氏
女
妖
也
。
」
と
、
「
任
氏
伝
」
で
は
、
任
氏
が
律
管
で
あ
る
こ
と
を
、

冒
頭
で
読
者
に
明
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
城
外
の
餅
売
り
老
人
が
二
六
に
任

氏
の
正
体
を
あ
ぼ
く
と
、
任
氏
自
身
も
鄭
六
の
前
で
狐
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
「
主
人
日
、
旺
、
我
知
之
　
。
此
中
有
一
狐
、
多
誘
男
子
偶
宿
、
嘗
三
見
　
、

今
子
亦
遇
乎
P
」
（
餅
売
り
老
人
が
言
う
に
は
、
あ
あ
、
私
は
知
っ
て
い
る
よ
、

そ
こ
に
狐
が
い
る
の
を
。
よ
く
男
を
誘
っ
て
泊
ま
ら
せ
る
。
か
つ
て
何
回
も
見

た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
日
、
あ
な
た
も
そ
こ
の
狐
に
会
っ
た
で
も
の
か
い
」

　
餅
売
り
老
人
の
話
で
は
、
狐
に
「
男
を
誘
っ
て
泊
ま
ら
せ
る
」
と
い
う
婬
婦

の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
任
氏
も
こ
れ
が
常
識
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

　
「
公
知
　
、
何
相
近
焉
。
」
（
あ
な
た
は
知
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
、

ど
う
し
て
近
づ
い
て
く
る
の
で
す
か
。
」

　
し
か
し
、
「
任
氏
伝
」
で
は
、
「
狐
妖
1
1
婬
婦
」
と
い
う
伝
統
的
な
評
価
を
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
0
）

転
さ
せ
、
狐
妖
1
1
貞
婦
と
い
う
イ
メ
ー
・
シ
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
任
氏
は
、
鄭
六
に
自
分
が
決
し
て
人
間
を
害
す
る
よ
う
な
狐
で
は
な
い
こ
と

を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
「
即
製
墨
流
、
爲
人
丁
霊
者
、
忘
草
、
爲
其
傷
人
耳
、
某
則
不
然
。
」

　
　
（
私
ど
も
が
、
人
間
か
ら
嫌
わ
れ
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
人
間
に
害

　
　
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　
こ
こ
で
は
、
人
間
を
害
す
る
狐
妖
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
人
間
を
害
さ
な

い
狐
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
も
、
任
氏
は
人
間

を
害
さ
な
い
狐
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
以
上
の
才
能
を
持
っ
て
お
り
、

人
間
の
婦
女
よ
り
立
派
に
貞
操
を
守
れ
た
貞
婦
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
鄭
六
の
た
め
に
、
手
管
は
土
釜
の
暴
力
に
必
死

に
抵
抗
す
る
。
ま
た
章
釜
の
好
意
に
応
じ
る
た
め
に
、
美
女
を
何
人
も
斡
旋
す

る
。
そ
し
て
貧
し
い
鄭
六
に
金
も
う
け
を
さ
せ
る
。
人
間
が
と
う
て
い
で
き
な

い
こ
と
を
、
任
氏
は
そ
の
超
能
力
で
う
ま
く
や
り
と
げ
る
。

　
「
任
美
挙
」
の
作
者
は
、
狐
妖
の
任
氏
を
人
間
よ
り
立
派
な
貞
婦
と
し
て
讃

え
て
い
る
。

　
　
　
「
陣
雲
、
異
物
之
興
言
、
有
人
道
焉
、
影
響
不
興
節
、
御
人
以
至
死
、

　
　
難
賢
婦
人
、
有
繋
二
者
　
。
」

　
　
　
（
あ
あ
、
動
物
の
心
に
も
人
と
変
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
の
だ
。
暴
力
に
遇

　
　
っ
て
も
操
を
失
わ
ず
、
夫
に
殉
じ
て
死
ぬ
に
至
っ
た
任
氏
は
、
今
の
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

　
　
で
も
及
ば
ぬ
徳
を
も
っ
て
い
る
。
）

　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
、
人
間
の
立
場
、
つ
ま
り
男
の
立
場
か
ら
、

異
類
で
あ
る
女
を
描
い
た
も
の
で
婦
節
を
守
る
任
氏
へ
の
称
讃
で
あ
る
。
「
狐

妖
目
貞
婦
」
で
な
け
れ
ば
、
任
氏
の
存
在
の
意
味
が
な
く
な
る
。

　
一
方
、
「
紀
の
関
守
」
で
は
、
「
狐
妖
1
1
貞
婦
」
と
い
う
主
張
を
、
結
局
の
所
、

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
庭
鐘
は
、
「
紀
の
関
守
」
に
お
い
て
、
】
貫
し
て
人
間
に
迫
害
さ
れ
て
き
た

狐
一
族
の
被
害
者
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。
原
話
「
任
氏
伝
」
で
認
め
ら
た

「
人
間
を
害
す
る
狐
妖
の
存
在
」
は
、
「
紀
の
関
守
」
で
は
一
切
認
め
な
い
。

　
庄
司
次
郎
は
動
物
の
加
害
者
で
あ
り
、
小
蝶
の
狐
一
族
の
加
害
者
で
も
あ
る
。

　
「
我
母
と
い
ふ
も
同
じ
狐
に
し
て
、
登
美
の
長
者
が
爲
に
轡
属
の
命
を
免
れ

る
事
幾
度
な
ら
ず
。
…
…
」
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美
女
に
変
身
し
た
狐
妖
で
あ
る
小
面
に
は
、
「
じ
つ
は
一
門
轡
属
の
生
命
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
2
）

救
う
と
い
う
至
上
絶
対
の
目
的
」
が
あ
っ
た
。
正
体
が
ぼ
れ
た
あ
と
、
小
男
は
、

人
間
の
男
三
人
に
告
白
を
す
る
。

　
　
　
「
和
泉
国
の
黒
影
、
登
美
の
黒
人
と
い
ふ
富
民
あ
り
。
親
な
る
も
の
の

　
　
代
よ
り
堅
く
殺
生
を
い
ま
し
め
て
、
夏
人
に
至
り
て
も
、
只
生
け
る
を
助

　
　
く
る
を
以
て
心
と
し
、
他
人
の
殺
生
を
も
説
き
さ
と
し
て
休
め
し
む
。
」

　
　
「
そ
の
報
と
し
て
、
彼
が
家
に
掃
節
を
と
り
、
猶
も
雄
の
山
の
関
守
が
殺

　
　
生
に
耽
る
を
制
止
せ
ん
と
．
の
念
あ
り
て
達
せ
ず
、
我
其
念
を
績
ぎ
て
、
先

　
　
汝
が
弩
弓
を
取
り
隠
し
、
我
身
の
か
は
り
と
し
て
、
重
く
夏
人
に
預
け
、

　
　
大
和
な
る
雪
名
を
さ
そ
ひ
出
し
、
此
所
に
来
り
、
汝
が
魂
を
迷
は
し
め
て
、

　
　
漸
く
殺
生
を
と
ど
め
…
…
。

　
小
雪
の
告
白
に
明
確
さ
せ
た
の
は
、
小
蝶
の
夏
人
へ
の
報
恩
、
君
名
へ
の
愛

情
、
庄
司
次
郎
へ
の
友
情
は
、
ほ
か
も
の
で
は
な
く
、
狐
　
族
の
た
め
で
あ
っ

た
。
「
そ
れ
が
庭
鐘
の
小
蝶
に
賦
与
し
た
異
類
の
論
理
で
あ
り
、
「
義
」
で
あ
っ

　
　
　
　
（
注
2
3
）

た
わ
け
で
あ
る
。
」

　
庭
鐘
は
、
「
重
氏
伝
」
の
作
者
と
違
っ
て
、
異
類
側
に
立
ち
、
異
類
側
の
論

理
を
・
王
張
し
、
狐
妖
の
小
穂
の
エ
ゴ
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
蝶
の
正
体
は
、
「
任
垂
紐
」
と
違
っ
て
、
物
語
の
最
後
ま
で
隠
さ

れ
て
い
た
。
正
体
が
ぼ
れ
る
ま
で
小
聖
は
美
女
で
あ
り
、
貞
婦
で
あ
っ
た
。
正

体
が
ば
れ
る
と
、
男
た
ち
が
小
蝶
の
告
白
を
聞
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
男
た
ち

は
初
め
て
気
が
つ
い
た
。
美
女
、
貞
婦
の
小
鳩
の
存
在
は
、
人
間
の
男
の
願
望

に
す
ぎ
な
い
、
夢
の
世
界
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
不
本
意
な
が
ら
、
や
っ

と
夢
か
ら
醒
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
以
下
、
美
女
、
貞
婦
の
小
蝶
の
行
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
検
討
し
、
警
鐘
の

細
か
い
計
算
を
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
小
亭
が
庄
司
次
郎
に
迫
ら
れ
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

　
原
話
「
任
氏
伝
」
に
も
同
じ
場
面
が
あ
っ
た
。
任
氏
の
美
貌
に
一
目
ぼ
れ
て
、

章
釜
が
い
き
な
り
縮
笹
に
迫
っ
た
。
し
か
し
、
鳥
影
の
場
合
と
小
皆
と
は
、
全

く
違
う
音
心
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
二
三
が
章
釜
に
暴
力
に
抵
抗
す
る
の
は
、
鄭
六
の
た
め
に
貞
操
を
守
ら
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
小
蝶
は
、
庄
司
次
郎
の
殺
生
を
と
ど
め
る
に
は
、
庄
司
次
郎
を
誘
惑

し
よ
う
と
す
る
計
算
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
初
め
て
庄
司
次
郎
が
小
幕
に
会
う
時
、

　
「
竈
に
あ
た
り
て
、
須
嬰
に
十
鈴
枚
の
蕪
齢
を
造
り
、
清
き
漆
器
に
解
葉
敷

き
て
盛
り
出
し
、
雪
北
諸
と
も
懇
勤
に
是
を
す
す
む
。
庄
司
是
を
食
ふ
に
、
其

制
う
つ
く
し
く
、
味
田
舎
の
品
に
あ
ら
ず
、
是
に
茶
を
下
し
て
物
語
す
。
妻
も

時
々
客
位
の
か
た
に
向
ひ
て
か
か
る
こ
と
な
ん
、
な
で
う
あ
る
べ
き
是
は
得
が

た
き
こ
と
に
こ
そ
な
ど
と
、
物
語
を
引
き
立
て
興
ず
る
氣
は
ひ
、
静
間
な
る
が

中
に
媚
あ
り
て
な
み
の
素
性
に
あ
ら
じ
。
醜
名
も
此
女
の
爲
に
こ
そ
親
に
も
う

と
ま
れ
、
故
郷
に
得
た
ま
ら
で
と
思
は
る
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
小
蝶
は
立

派
な
主
婦
の
役
を
演
じ
な
が
ら
、
上
品
な
ふ
る
ま
い
で
、
男
同
志
の
語
に
興
を

立
て
、
そ
し
て
、
色
ぼ
く
庄
司
次
郎
に
媚
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
こ
う
し
て
、
庄
司
次
郎
が
た
び
た
び
雷
名
夫
婦
の
所
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
「
い
つ
し
か
不
良
心
お
こ
り
て
こ
れ
か
れ
戯
れ
に
よ
せ
、
情

を
含
み
た
る
詞
の
端
き
ら
め
け
ど
」
、
小
蜂
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
何
と
も
思
は
ぬ

さ
ま
な
り
」
、
夫
の
雪
名
に
だ
ま
っ
て
い
た
。

　
庄
司
次
郎
は
、
小
蝶
に
ま
す
ま
す
引
か
れ
、
つ
い
に
雪
名
の
留
守
を
見
て
、

小
蝶
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
小
蝶
「
濁
り
あ
り
て
便
な
し
と
や
思

ひ
け
ん
、
扉
の
引
き
よ
せ
た
る
あ
ひ
だ
に
身
を
か
く
し
、
差
せ
で
あ
る
。
」
の

で
あ
っ
た
。

　
「
任
氏
伝
」
の
「
任
氏
曲
譜
豊
胸
扇
問
」
（
任
氏
は
身
を
門
の
後
に
隠
し
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た
。
）
の
表
現
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
昔
よ
り
、
美
女
の
か
く
る
る
は
見
え
ん
が

爲
と
い
ふ
な
る
。
」
の
よ
う
に
昔
か
ら
美
女
が
身
を
隠
す
の
は
、
人
に
見
せ
よ

う
と
す
る
た
め
だ
と
、
庭
鐘
は
、
任
氏
の
行
動
を
ま
っ
た
く
違
う
視
点
か
ら
小

蝶
に
移
し
、
解
釈
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
か
ら
、
庄
司
次
郎
を
引
っ
ぱ

っ
て
い
る
小
鳩
の
思
惑
を
読
者
に
ほ
の
め
か
そ
う
と
す
る
曲
舞
の
意
図
が
読
め

る
。　

庄
司
次
郎
は
、
つ
い
に
小
蝶
の
望
む
通
り
殺
生
の
自
粛
を
誓
う
。

　
「
我
若
し
此
事
に
二
念
を
引
か
ぽ
、
日
此
好
め
る
猟
を
、
病
に
か
〉
り
、
爲

す
こ
と
あ
た
は
ざ
る
物
な
り
。
」

　
そ
の
後
、
庄
司
次
郎
は
、
「
心
よ
わ
り
し
て
、
日
此
の
殺
生
も
お
こ
た
」
つ

た
。
「
そ
れ
の
み
な
ら
ず
雲
量
に
か
た
ら
ひ
て
風
月
の
道
に
心
を
よ
せ
、
花
を

賞
し
、
景
を
翫
ぶ
」
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
身
軽
は
、
庄
司
次
郎
に
縁
談
の
話
を
持
ち
込
む
。

　
原
話
「
任
氏
伝
」
で
は
、
任
氏
が
章
釜
の
た
め
に
美
女
を
紹
介
す
る
い
き
さ

つ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
身
が
任
氏
の
し
た
た
か
さ
に
感
心
し
て
、
貧
し
い

鄭
六
と
任
氏
の
生
活
の
援
助
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
童
釜
が
任
氏
の
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
任
氏
は
章
釜
へ
の
報
い
と
し
て
、
美
女
を
つ
ぎ
つ
ぎ

紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
任
氏
知
其
愛
己
。
因
言
以
寧
日
。
憶
公
之
見
質
甚
　
。
顧
以
随
質
。

　
　
不
足
以
答
厚
意
。
且
不
能
負
鄭
生
、
故
里
得
平
公
印
。
…
…
或
有
妹
麗
、

　
　
悦
而
不
得
者
。
爲
公
致
之
可
ム
矢
。
願
持
此
以
報
徳
。
…
…
」

　
　
　
（
任
氏
は
章
釜
が
自
分
を
愛
す
る
こ
と
を
知
り
、
客
亭
に
言
う
に
は
愛

　
　
さ
れ
て
、
甚
画
し
く
恥
じ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
私
の
よ
う
な
も
の
は
、

　
　
ご
好
意
に
答
え
る
に
は
足
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
鄭
六
に
叛
る
こ
と
も
で
き

　
　
な
い
の
で
、
あ
な
た
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
、

　
　
お
気
に
入
り
の
美
人
を
手
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な

　
　
ん
と
か
致
し
ま
す
。
此
を
以
て
、
ご
恩
を
お
返
し
し
ま
す
。
）

　
一
方
、
小
前
は
、
庄
司
次
郎
へ
の
縁
談
を
す
す
め
る
の
が
、
殺
生
の
自
粛
を

固
め
る
目
的
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
縁
談
と
殺
生
の
対
立
を
あ
ら
た

め
て
庄
司
次
郎
に
確
認
さ
せ
た
。

　
　
　
「
我
年
来
射
猟
を
好
み
、
日
々
奔
走
し
て
、
い
ま
だ
婚
を
議
す
る
念
な

　
　
し
。
…
…
」
「
山
口
は
古
家
な
り
。
我
懇
望
す
る
所
な
れ
で
も
今
の
庄
司

　
　
は
無
益
の
殺
生
に
薫
り
く
ら
す
徒
者
の
よ
う
に
人
い
へ
ば
、
里
心
に
欲
せ

　
　
ず
。
」

　
庄
司
次
郎
の
縁
談
は
、
結
局
、
殺
生
を
止
め
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
う
ま
く

ま
と
め
、
小
蝶
の
目
的
は
一
応
訴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
「
刀
根
子
云
ふ
、
實
に
馬
事
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
は
全
く
猟
を
と
ど

　
　
ま
り
、
常
に
過
ぎ
に
し
事
を
悔
い
て
、
優
に
や
さ
し
き
尽
す
さ
み
に
心
を

　
　
と
ゴ
め
ら
る
る
よ
し
。
げ
に
も
久
し
く
猟
の
よ
そ
ほ
ひ
を
見
は
べ
ら
ず
と

　
　
い
ふ
。
左
あ
ら
ぽ
我
事
に
取
り
て
恥
な
き
を
の
こ
な
り
と
内
意
解
け
て
、

　
　
山
口
庄
司
老
身
を
や
り
て
音
問
を
通
じ
、
程
な
く
婚
姻
を
調
へ
け
る
。
」

　
以
上
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
庭
鐘
は
、
狐
妖
1
1
貞
婦
で
あ
る
任
氏
の
人
物

像
を
大
き
く
改
変
し
て
し
ま
っ
た
。
狐
で
あ
る
小
蝶
は
、
あ
く
ま
で
狐
で
あ
っ

た
。
狐
一
族
の
た
め
に
、
貞
婦
の
ふ
り
を
す
る
が
、
狐
妖
目
貞
婦
に
な
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
、
小
餅
と
庄
司
次
郎
の
関
係
は
、
狐
、
異
類
、
被
害
者
と
、
人
間
、

加
害
者
の
関
係
で
あ
る
が
、
原
話
の
貞
婦
（
任
氏
）
と
好
色
の
男
（
章
釜
）
と

の
関
係
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

　
庭
鐘
が
、
こ
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
狐
、
異
類
側
、
動
物
側
に
立
っ
て
い

る
の
は
「
庭
鐘
の
生
命
力
認
識
は
、
基
本
的
に
は
、
人
間
と
動
物
を
区
別
し

　
　
ゐ
　

な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
凡
そ
生
る
人
並
に
種
々
の
有
情
物
。
皆
神
あ
り
て
物
に
附
き
人
に
託
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し
。
は
る
か
に
死
鬼
の
神
よ
り
も
霊
な
り
。
唯
身
を
先
に
し
て
人
の
爲
を

　
　
後
に
す
。
是
生
者
の
天
下
に
し
て
世
の
人
多
く
免
れ
ず
。
」
（
「
白
菊
の
方

　
　
猿
掛
の
岸
に
怪
骨
を
射
る
話
」
）

　
動
物
と
い
う
の
は
、
人
間
と
同
じ
有
情
の
物
で
あ
り
、
そ
し
て
神
あ
っ
て
、

物
に
附
く
こ
と
も
あ
る
し
、
人
に
託
す
こ
と
も
あ
る
。
死
面
よ
り
ず
っ
と
霊
的

力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
動
物
た
ち
は
、
ま
ず
自
分
の
た
め
に
何
か
を
す
る
が
、

人
の
爲
に
す
る
こ
と
が
そ
の
後
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ま
た
生
き
る
者
の
天
清
で

あ
り
、
人
間
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
は
ず
で
あ
る
。

　
庭
鐘
は
、
こ
こ
で
、
動
物
の
エ
ゴ
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
認
め
て
い
る
。

「
紀
の
関
守
」
で
、
狐
が
弓
に
附
い
た
り
、
美
人
に
変
身
し
た
り
し
て
貞
婦
の

ふ
り
を
す
る
が
、
そ
れ
は
、
狐
一
族
の
命
を
救
う
た
め
で
あ
り
、
小
吉
の
エ
ゴ

で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
た
人
間
で
あ
る
男
の
た
め
に
貞
操
を
守
る
任
氏
と

は
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
画
　
一
六
と
雪
名

　
「
任
氏
伝
」
で
は
、
鄭
六
と
い
う
男
は
、
「
武
骨
で
直
情
径
行
的
な
愚
夫
の

存
在
」
で
あ
っ
た
。
任
氏
の
正
体
を
知
っ
て
も
な
お
慕
っ
て
い
る
点
以
外
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

何
の
取
り
柄
の
な
い
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
作
者
自
身
の
言
葉
で
言
う
と
、

鄭
六
は
全
く
教
養
の
な
い
人
で
、
任
氏
の
容
色
だ
け
に
心
を
奪
わ
れ
た
男
で
あ

っ
た
。

　
　
　
「
惜
鄭
生
非
尊
人
、
徒
悦
緑
色
黒
丸
徴
其
性
。
扁

　
　
　
（
惜
し
い
こ
と
に
着
工
は
教
養
の
あ
る
人
で
な
か
っ
た
か
ら
、
た
だ
そ

　
　
の
容
色
に
心
を
う
ぽ
わ
れ
、
そ
の
精
神
を
う
け
い
れ
よ
う
と
し
な
か
っ

　
　
た
。
）

一
方
、
「
紀
の
関
守
」
に
お
け
る
夢
野
は
、
鄭
六
と
正
反
対
で
、
風
流
人
と

し
て
登
場
し
て
く
る
。
両
者
の
人
物
設
定
は
あ
き
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
雪
名

の
人
物
設
定
に
お
け
る
庭
鐘
の
意
図
を
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
「
早
習
武
芸
、
亦
好
酒
色
、
貧
山
家
、
托
身
於
妻
族
。
」

　
　
　
（
鄭
六
は
、
幼
い
時
か
ら
武
芸
を
習
っ
て
い
た
。
酒
も
女
も
好
き
な
持

　
　
ち
主
で
あ
る
が
、
貧
乏
な
人
で
家
も
な
く
、
妻
の
実
家
に
居
候
し
て
い

　
　
る
。
）

　
貧
乏
人
で
あ
る
鄭
六
に
対
し
、
雪
名
は
村
雄
の
末
子
で
、
生
ま
れ
つ
き
す
な

お
で
、
温
柔
郷
の
人
で
あ
る
。
ま
た
お
金
に
困
ら
ず
、
風
流
な
道
に
通
ず
る
も

の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
大
和
の
国
人
橘
の
村
雄
と
い
ふ
人
の
黒
子
雪
名
…
…
生
得
す
な
ほ
に

　
　
し
て
、
温
柔
郷
の
人
…
…
」
「
国
を
出
つ
る
時
嚢
中
に
物
あ
り
て
こ
そ
と

　
　
人
皆
思
へ
り
。
」
「
恩
名
に
か
た
ら
ひ
て
、
風
月
の
道
に
心
を
よ
せ
、
花
を

　
　
賞
じ
、
景
を
翫
ぶ
…
…
」

　
「
温
柔
郷
の
人
」
で
あ
る
と
設
定
さ
れ
た
雪
名
に
庭
鐘
は
、
何
を
託
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
「
温
柔
郷
の
人
」
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
7
）

　
庭
鐘
は
、
宝
暦
五
年
に
出
し
た
『
開
巻
一
笑
』
の
訓
釈
本
で
、
「
狼
虎
標
」

の
言
葉
に
対
し
て
「
温
柔
郷
の
人
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

　
「
是
ヲ
狼
虎
標
と
呼
テ
、
温
柔
郷
ノ
人
戸
ア
ラ
ヌ
客
ナ
リ
…
…
」
（
四
十
四

丁
裏
）

　
こ
こ
で
の
「
狼
虎
標
」
と
い
う
の
は
、
標
客
の
一
種
で
あ
る
が
、
庭
鐘
が
訓

釈
し
た
『
開
巻
一
笑
』
巻
二
「
風
月
機
関
」
の
語
釈
に
は
、
「
狼
虎
標
」
と
並

べ
て
、
「
和
合
標
」
、
「
痴
夢
」
、
「
苦
標
」
、
「
遊
方
嫉
」
、
「
眼
標
」
、
「
口
標
」
、

「
當
家
標
」
「
鮎
卯
標
」
、
「
焼
香
標
」
、
「
敲
標
」
、
「
逞
強
標
」
「
闘
志
標
」
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
8
）

実
に
驚
く
べ
き
多
く
の
標
客
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
開
巻
一
笑
』
の
上
掻
巻
二
だ
け
を
訓
訳
し
た
庭
鐘
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
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て
、
自
ら
「
鄙
俗
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　
「
鹿
－
鳴
散
－
人
附
ス
ル
ニ
詳
ヲ
懸
－
河
爲
旨
水
毒
，
，
．
稽
ノ
面
－
目
始
テ
備

ル
哉
一
矢
潮
雲
ソ
遡
梓
ソ
ヤ
ソ
ノ
鄙
－
俗
ヲ
哉
：
：
：
」

　
鄙
俗
な
標
客
の
心
得
み
た
い
な
も
の
は
、
つ
ま
り
「
風
月
機
関
」
で
あ
る
わ

け
で
あ
る
。
庭
鐘
が
説
明
す
る
に
、
「
此
篇
多
く
標
客
妓
ノ
五
二
計
ヲ
設
ル
フ

ヲ
説
リ
意
ヲ
着
ヘ
シ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
俗
な
男
、
乱
暴
な
標
客
は
「
毛
玉
標
」
と
い
い
、
一
方
、
文
人
で
、
上
品
な

　
　
　
　
（
注
2
9
）

美
人
「
温
柔
郷
」
を
求
め
る
男
は
、
「
温
柔
郷
の
人
」
で
あ
る
と
、
庭
鐘
が
そ

う
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
は
、
理
想
的
な
遊
廓
、

風
流
の
真
諦
を
求
め
る
格
調
高
い
美
文
で
書
か
れ
た
中
国
の
艶
史
が
当
時
日
本

に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
庭
鐘
は
『
過
目
抄
』
の
第
十
二
冊
で
、
清
の
康
煕
年
間
に
出
版
さ
れ
た
筆
記

小
説
『
虞
初
新
玉
』
を
抄
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
『
虞
初
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
0
）

志
』
巻
二
十
に
収
め
ら
れ
る
「
板
橋
雑
記
」
ぽ
か
り
で
あ
っ
た
。

　
「
『
板
橋
雑
記
』
は
数
多
い
中
国
蛍
雪
の
中
、
と
く
に
近
世
の
文
人
に
愛
好

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
明
和
九
年
、
山
崎
蘭
斎
の
訓
点
で
和
刻
本
が
出
版
さ
れ

て
以
来
、
享
和
三
年
、
文
化
十
一
年
、
と
た
び
た
び
版
を
重
ね
て
乏
く
流
布

（
注
3
1
）

し
た
」
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
庭
鐘
は
、
そ
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
六
年
前
、
す
く
な
く
と
も

明
和
三
年
以
前
に
手
に
し
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
板
橋
雑
記
』
を

舶
来
し
た
宝
暦
十
二
年
の
後
四
年
の
こ
と
に
な
る
。

　
『
板
橋
雑
記
』
の
舞
台
は
中
国
の
南
方
に
位
置
す
る
金
陵
で
あ
っ
た
。
明
代

初
期
の
首
都
で
も
あ
る
金
陵
は
北
京
遷
都
以
後
も
副
都
と
し
て
の
位
置
を
保
っ

て
い
た
。
又
文
化
の
面
で
は
、
北
京
と
と
も
に
国
子
監
（
す
な
わ
ち
国
立
大
学

の
こ
と
）
は
遷
都
後
も
存
置
さ
れ
、
北
京
の
そ
れ
と
相
対
し
て
学
術
文
化
の
中

心
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
江
南
は
北
京
に
比
べ
て
風
光
も
明
媚
で
あ
り
、
六

朝
以
来
の
旧
跡
も
多
い
。
詩
嚢
は
お
の
ず
と
肥
え
、
知
識
人
階
級
の
交
遊
の
中

心
は
自
ず
か
ら
金
陵
で
あ
っ
た
。
明
代
の
著
名
な
詩
人
、
文
人
の
多
く
は
、
金

陵
に
住
ん
だ
経
験
を
有
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
興
を
い
っ
そ
う
華
や

か
な
も
の
に
し
た
の
は
、
秦
准
の
水
楼
に
住
ん
で
い
る
妓
女
で
あ
っ
た
。
江
南

の
名
士
や
文
人
、
会
試
（
国
家
試
験
）
に
応
ず
る
書
生
達
を
客
と
す
る
『
板
橋

雑
記
』
の
妓
女
達
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
詩
賦
に
通
じ
、
琴
を
弾
じ
、
蘭
を
よ

く
描
く
佳
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
才
子
佳
人
の
風
貌
を
艶
麗
な
筆
致
に
と
ど
め
、

そ
の
風
流
逸
事
を
縦
横
に
織
り
な
し
て
、
金
陵
煙
花
の
繁
栄
を
髪
髭
た
ら
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
2
）

る
の
は
、
『
板
橋
雑
記
』
で
あ
っ
た
。

　
『
板
橋
雑
記
』
に
見
え
る
「
温
柔
郷
」
の
世
界
は
遊
客
と
妓
女
と
の
鄙
俗
な

も
の
で
は
な
く
、
遊
客
は
才
子
文
人
、
妓
女
は
上
品
な
佳
人
で
、
つ
ま
り
、
才

子
佳
人
の
ロ
マ
ン
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　
『
板
橋
雑
記
』
の
作
者
、
余
懐
の
親
友
、
孫
克
威
と
い
う
人
は
、
い
わ
ゆ
る

「
温
柔
郷
」
を
求
め
る
一
人
の
男
で
あ
っ
た
。

　
孫
は
、
文
武
の
才
略
が
有
る
男
で
あ
る
。
彼
は
馬
に
よ
り
か
か
っ
た
ま
ま
で
、

千
言
の
文
章
が
立
ち
ど
こ
ろ
に
で
き
あ
が
る
ほ
ど
の
才
が
あ
り
、
ま
た
弓
を
引

く
こ
と
が
で
き
、
両
手
に
矢
を
放
つ
こ
と
も
上
手
で
あ
っ
た
。
彼
は
女
遊
び
が

好
き
で
、
酒
を
思
う
様
飲
ん
で
高
歌
放
吟
し
て
い
た
。

　
…
方
、
相
手
の
妓
女
葛
轍
は
、
そ
の
才
芸
に
お
い
て
、
世
に
並
ぶ
も
の
が
な

い
と
い
う
。
孫
は
、
葛
の
こ
と
を
、
温
柔
郷
と
い
い
、
自
分
が
こ
の
温
柔
郷
の

世
界
で
生
涯
を
送
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
葛
を
身
請
け
し
て
囲
っ

て
い
た
。

　
戦
争
中
、
孫
と
一
緒
に
葛
も
捕
え
ら
れ
た
。
敵
の
将
軍
は
彼
女
を
犯
そ
う
と

し
た
が
、
彼
女
は
舌
を
噛
み
切
っ
て
、
血
を
口
に
含
み
、
将
軍
の
顔
に
噴
き
か

け
て
、
殺
さ
れ
、
孫
も
ま
た
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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庭
鐘
が
、
芸
名
を
「
温
柔
郷
の
人
」
と
設
定
し
た
に
は
、
温
柔
郷
の
世
界
で

生
涯
を
送
ろ
う
と
す
る
男
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
温
柔
郷
の
人
」
嘉
名
は
、
村
雄
の
末
子
で
あ
る
が
、
父
が
冒
ハ
っ
て
き
た
碑
、

台
密
と
家
出
す
る
の
は
、
彼
が
家
を
捨
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

社
会
か
ら
は
み
だ
し
た
存
在
で
あ
り
、
社
会
秩
序
の
違
反
者
で
も
あ
る
。

　
庭
鐘
が
、
雪
名
と
対
照
的
に
描
い
た
の
は
、
小
太
郎
で
あ
る
。
『
繁
野
話
』

の
巻
毛
「
江
口
の
遊
女
薄
情
を
憤
り
て
珠
玉
を
沈
む
る
話
」
の
主
人
公
で
あ
る

小
太
郎
安
八
は
、
「
生
れ
清
げ
に
、
心
さ
ま
優
に
、
鄙
に
は
似
ざ
り
け
り
」
と

い
う
男
で
あ
る
。
「
親
の
慈
心
よ
り
、
萬
に
欠
く
事
な
く
取
り
し
た
た
め
て
」

上
京
し
て
、
江
口
の
遊
廓
に
足
を
は
こ
ん
で
い
る
う
ち
に
白
妙
と
い
う
遊
女
と

親
し
く
な
る
。
し
か
し
「
眼
に
見
る
の
み
を
甲
斐
と
す
る
は
眼
標
と
そ
し
り
、

み
も
せ
ぬ
君
を
見
き
と
な
い
へ
ぼ
、
口
標
と
笑
ふ
も
口
惜
し
け
れ
」
の
よ
う
に
、

小
太
郎
は
鄙
俗
な
標
客
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。

　
悪
果
は
、
小
太
郎
に
「
温
柔
の
性
」
、
「
温
柔
の
人
」
な
ど
の
表
現
を
使
っ
て

い
る
が
、
「
温
柔
郷
の
人
」
と
言
わ
な
か
っ
た
。

　
「
色
に
た
は
れ
て
家
を
す
て
、
親
を
縛
る
浮
浪
不
義
の
人
」
は
、
ま
さ
に

「
温
柔
郷
の
人
」
雷
名
で
あ
る
が
、
小
太
郎
は
こ
う
い
う
人
に
な
る
の
を
恐
れ

て
い
る
。
小
太
郎
は
、
結
局
、
「
郡
司
家
の
後
嗣
で
あ
る
た
め
、
家
門
継
承
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
3
）

責
務
を
放
棄
し
て
情
愛
に
殉
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
こ
の
き
び
し

い
現
実
に
お
か
れ
、
社
会
秩
序
に
順
応
し
よ
う
と
す
る
（
順
応
す
る
し
か
な

い
）
の
は
、
小
太
郎
で
あ
っ
た
。

　
小
太
郎
と
正
反
対
に
、
親
に
勘
当
さ
れ
、
小
蝶
と
の
浮
浪
生
活
を
送
っ
て
い

た
雪
名
は
、
「
温
柔
郷
の
人
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
庭
鐘
は
こ
の
「
温
柔

郷
の
人
」
に
托
し
た
の
は
男
の
夢
で
あ
ろ
う
。

唐
代
の
伝
奇
小
説
「
任
氏
伝
」

と

『
今
昔
』
の
「
手
束
弓
の
故
事
」
を
と
り

あ
わ
せ
て
で
き
た
「
紀
の
関
守
」
は
、
翻
案
小
説
で
あ
る
が
、
「
国
字
小
説
」

と
も
い
う
。
庭
鐘
が
、
自
分
の
翻
案
作
を
「
国
字
小
説
」
と
自
負
し
た
の
は
、

中
国
の
文
言
小
説
、
白
話
小
説
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
彼
の
意
欲
の
自
白
と
で

も
い
え
よ
う
。
「
紀
の
関
守
」
で
は
、
人
物
の
設
定
か
ら
、
主
題
ま
で
、
「
任
氏

伝
」
と
違
っ
た
方
向
、
あ
る
時
、
正
反
対
の
方
向
さ
え
進
め
ら
れ
て
い
る
。
異

類
を
人
間
化
（
女
を
理
想
化
）
し
ょ
う
と
す
る
男
た
ち
の
願
望
（
「
任
氏
伝
」

の
場
合
）
を
み
ご
と
に
夢
物
語
に
転
化
さ
せ
た
。
「
紀
の
関
守
」
で
は
、
異
類

（
女
）
は
、
男
た
ち
の
理
想
の
対
象
で
は
な
く
、
男
（
人
間
）
の
夢
を
覚
す
役

割
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
庭
鐘
は
、
そ
う
い
う
異
類
（
女
）
の
世
界
を
読

者
に
披
露
し
て
、
人
間
で
あ
る
男
た
ち
の
夢
を
覚
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。

（
注
）

①
『
英
草
紙
』
と
闘
繁
野
話
』
の
特
徴
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
「
英
草
紙
に
は
讃
詞
小
説
を
そ
の
ま
ま
翻
案
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
繁
野
話
で

　
は
直
接
支
那
小
説
に
よ
っ
た
も
の
が
少
な
く
、
し
か
も
翻
案
を
一
部
の
趣
向
と
し

　
て
用
み
る
傾
向
が
表
は
れ
、
そ
の
原
拠
に
は
唐
代
伝
奇
も
取
ら
れ
て
み
る
。
」
と
、

　
宇
佐
見
喜
三
八
氏
の
論
評
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

②
山
口
剛
氏
「
読
本
の
発
生
」
（
『
文
学
思
想
一
因
』
4
号
、
｝
九
二
六
年
）

③
高
田
衛
一
著
『
江
戸
幻
想
文
学
誌
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
四
月
）
P
5
2

④
「
白
菊
の
方
猿
掛
の
岸
に
径
骨
を
射
る
話
」
の
原
話
は
、
「
白
猿
伝
」
以
外
に

　
「
陳
従
善
梅
嶺
失
渾
家
」
（
『
古
今
小
説
』
巻
二
十
）
が
あ
る
と
、
玉
上
琢
彌
氏

　
「
白
菊
の
方
猿
掛
の
岸
に
三
訂
を
射
る
話
」
（
『
国
語
国
文
』
第
七
巻
第
八
号
盈

　
照
）
の
論
文
で
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

⑤
徳
田
武
氏
著
『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
（
青
裳
堂
書
店
昭
和
六
十
二

　
年
五
月
）
p
m
。

⑥
『
虞
初
志
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
上
海
書
店
出
版
部
の
解
説
（
一
九
八
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六
年
十
月
）
で
は
、
早
く
と
も
明
の
正
徳
・
嘉
靖
年
間
に
な
る
の
で
は
な
い
か

（「

ｬ
書
至
早
也
得
在
正
、
嘉
年
間
了
。
」
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
現
在
内
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
自
運
年
間
刊
行
し
た
も
の
の
存
在
は
知

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
上
海
書
店
の
活
字
本
は
、
明
の

萬
歴
年
聞
に
刊
行
さ
れ
た
、
呉
凌
の
七
巻
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
解
説
で
は

最
初
に
は
八
巻
本
の
存
在
が
あ
っ
た
が
、
七
巻
本
は
八
巻
本
の
最
後
の
一
巻
を
剛

つ
た
（
「
至
干
陸
氏
虞
初
志
原
爲
八
巻
、
大
約
後
来
的
翻
刻
本
是
鰯
玄
了
最
後
的

～
巻
。
」
）
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
も
内
閣
文
庫
収
蔵
の
明
の
萬
歴
三
十
四
年
刊

行
さ
れ
た
八
巻
本
を
見
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
実
際
は
、
八
巻
本
の
内
容
は

七
巻
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
違
い
は
、
目
録
だ
け
で
あ
り
、
念
の
爲
、
八

巻
と
七
巻
本
の
圏
録
だ
け
抄
し
て
お
く
。

巻 巻 巻 巻 巻

五 四 三 二 ｝

無南崔廣嵩南枕周牽長骨柳客土集績 八

讐油蝉陵岳血中秦安集線器髭半弓齊 巻

傳業平妖軍記記行道傳傳羽黒記記譜 本

夫傳贈女 記傳 傳 記
（人 志記 内

傳 閣

文

塵

巻 巻 巻
七

四 三 二

巻

本

巻　　　　　巻　　　　　巻

八　　　　　　七　　　　　　六

白東任冥古酒高非柳雷鷲李揚謝
猿陽氏音鏡城塁姻氏小鷺娃娼小
三夜傳録記老楽傳傳玉傳傳傳二

三　　　　　父外　　　傳　　　　　傳
録　　　　　傳傳

巻　　　　　巻　　　　　巻

七　　　　　　六　　　　　　五

⑦
西
岡
晴
彦
氏
『
法
文
二
業
』
第
四
十
号
昭
和
五
十
三
年
二
月
P
3
8

⑧
稻
田
篤
信
氏
、
木
越
治
氏
に
よ
っ
て
『
過
目
抄
』
（
天
理
図
書
館
蔵
）
の
第
一

　
冊
、
第
十
一
冊
、
第
二
冊
が
す
で
に
翻
刻
さ
れ
た
。
（
富
山
大
学
教
養
部
紀
要
第

　
十
九
巻
一
号
、
第
二
十
巻
二
号
、
第
二
十
二
巻
一
号
）

⑨
こ
こ
で
の
寓
言
は
、
い
わ
ぽ
荘
子
の
寓
言
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑩
『
虞
初
新
志
』
の
日
本
渡
来
は
、
大
庭
修
撰
著
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持

　
渡
書
の
研
究
」
（
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
叢
刊
日
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
宝

　
暦
十
二
無
（
一
七
六
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

⑪
高
田
衛
氏
著
『
江
戸
幻
想
文
学
誌
』
（
平
凡
社
一
九
八
七
年
四
月
）
P
6
4
～
6
5
。

⑫
前
野
直
彬
氏
著
『
中
国
小
説
史
考
』
第
三
章
唐
代
の
伝
奇
（
秋
山
書
店
、
昭
和

　
五
〇
年
十
月
）
で
は
、
「
唐
の
伝
奇
の
す
べ
て
が
先
ず
口
で
語
ら
れ
、
そ
れ
が
記

　
録
さ
れ
て
残
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
顕
著
な
現
象
と
し
て
、
口
頭
の
物
語
が
失

　
行
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
」
と
。
P
餅

⑬
同
上
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⑭
風
間
誠
史
氏
「
近
世
中
期
小
説
の
上
昇
過
程
」
（
『
日
本
文
学
』
一
九
八
九
年
八

　
月
）
P
5
9

⑮
庭
鐘
の
鬼
神
論
の
典
拠
に
つ
い
て
、
徳
田
許
斐
が
い
ず
れ
発
表
さ
れ
る
予
定
で

　
あ
る
。

⑯
佐
藤
深
二
面
の
「
都
賀
慰
労
の
鬼
神
論
」
（
『
日
本
文
学
』
昭
和
五
七
年
七
月
）

　
P
3
8
に
よ
る
。

⑰
大
庭
修
氏
著
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
（
昭
和
四
一
年
十

　
～
月
）
に
よ
る
。

⑱
徳
田
武
氏
「
読
本
と
清
朝
筆
記
小
説
一
『
今
古
奇
談
』
『
通
俗
排
悶
録
』
に

　
つ
い
て
　
　
」
（
『
読
本
研
究
』
第
三
輯
上
智
、
平
成
元
年
六
月
）
P
5
7
に
よ
る
。

⑲
半
紙
本
一
冊
、
縦
2
5
糎
横
1
8
糎
。
表
紙
に
『
山
口
馬
丁
』
と
書
い
て
あ
る
。
本

　
居
文
庫
は
、
本
居
大
平
の
蔵
書
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
東
京
大
学
文
学

　
部
国
文
学
研
究
室
に
収
蔵
（
東
大
附
属
図
書
館
の
請
求
番
号
L
五
五
三
七
八
1
三

　
三
四
　
八
三
）
。
な
お
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
吉
田
悦
氏
に
よ
れ
ぽ
、
大
平
は

　
『
紀
伊
国
里
風
土
記
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
『
山
口
二
業
』
を
使
用
し
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
徳
田
武
、
吉
村
両
先
生
か
ら
御
教
示
を
賜
わ
り

　
ま
し
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

⑳
西
岡
晴
彦
氏
「
任
氏
と
嬰
寧
の
間
　
狐
妖
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
扁
（
『
東
洋
文

　
化
』
第
五
十
八
号
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
p
鵬
に
よ
る
。

⑳
前
掲
西
岡
晴
彦
氏
の
翻
訳
に
よ
る
。

⑳
　
前
掲
高
田
衛
氏
の
論
文
P
6
5
に
よ
る
。

⑳
同
上

⑳
　
　
『
過
目
抄
』
第
十
冊
「
校
正
穿
抄
」
に
は
蒸
餅
に
つ
い
て
の
抄
記
が
あ
っ
た
。

　
「
晋
書
、
何
曽
伝
、
厨
膳
滋
味
、
過
干
王
者
、
毎
燕
見
、
不
食
太
官
所
設
、
帝
輻

　
命
取
其
食
、
蒸
餅
不
折
作
十
字
不
食
。
・
－
…
…
」

　
　
ま
た
『
開
巻
一
笑
』
巻
二
「
閨
怒
歌
」
の
語
釈
に
は
蒸
餅
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
マ
ン
ヂ
ウ
ハ
多
ク
醗
酵
ト
テ
ア
マ
ザ
ケ
ニ
テ
フ
ク
ラ
シ
タ
ル
ヲ
云
餉
二
肉
菜
ヲ

　
ツ
・
ミ
テ
料
理
二
用
ユ
ア
ン
無
ヲ
蒸
餅
ト
モ
云
又
醗
酵
ノ
皮
二
、
紅
豆
ヲ
澄
セ
シ

　
沙
糖
銘
ヲ
ツ
こ
ミ
タ
ル
製
ア
リ
是
此
邦
ノ
モ
チ
菓
子
ノ
マ
ン
ヂ
ウ
ニ
テ
茶
食
二
供

　
ズ
」

⑳
前
掲
佐
藤
氏
の
論
文
に
よ
る
。

⑳
　
前
掲
西
岡
氏
の
論
文
に
よ
る
。

⑳
　
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
を
使
っ
た
。

⑳
『
指
話
辞
書
類
集
』
第
1
0
集
P
鰯
に
も
標
の
解
釈
が
あ
っ
た
が
、
庭
鐘
の
解
釈

　
と
若
干
違
っ
て
い
る
。

⑳
『
過
目
抄
』
第
十
冊
に
「
西
瀬
記
釈
義
」
の
語
釈
に
「
趙
飛
燕
妹
合
徳
都
號
為

　
温
柔
郷
」
と
あ
る
。

⑳
『
過
目
抄
』
第
十
二
冊
十
六
丁
表
か
ら
、
十
九
丁
表
ま
で
に
わ
た
る
。

⑳
　
前
田
愛
鳥
「
板
橋
雑
記
と
柳
橋
雑
記
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
一
巻
第
三

　
号
、
昭
和
三
十
九
年
）
P
3
7
に
よ
る
。

⑫
　
岩
城
秀
夫
氏
『
板
橋
雑
記
・
蘇
州
長
泉
録
』
日
本
語
訳
（
『
東
洋
文
庫
』
二
九

　
・
昭
和
三
十
九
年
四
月
）
の
解
説
に
よ
る
。

⑳
　
田
中
則
雄
氏
「
都
賀
庭
鐘
の
読
本
と
寓
意
　
　
義
・
人
情
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」

　
（
『
国
語
国
文
』
5
9
巻
－
号
、
一
九
九
〇
年
一
月
）
P
2
9
に
よ
る
。

附
記
　
『
繁
野
話
』
の
引
用
は
、
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
。
『
虞
初
志
』
は
内
閣
文

　
　
庫
所
蔵
明
の
嘉
靖
本
に
よ
る
が
、
句
読
点
は
上
海
書
店
本
を
参
考
に
し
て
付
し

　
　
た
。


